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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究は、転写後のRNA修復が遺伝子発現調節機構に及ぼす役割及び様々な生命現象との関係を解明

しようとするものである。mRNAのイノシン化修飾部位の網羅的解析法を開発し、その役割を明らかに

する研究、tRNAのサイクリックt6Aの発見、2-アグマチニルの発見と機能解析など、当初の目標を上回

る極めてすぐれた成果がすでに得られており、これらは世界的レベルの学術雑誌などに報告されている。 
 ヒト RNA 修復遺伝子と疾患との関わりについても有望な成果が出つつあり、今後も更なる研究の発

展が見込まれる。 


